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第1問　

　（ 1）�　　 12 － 2 　 35 ＝　 　 　   －　 　 　  ，　 16 ＋ 6 　 7 ＝ 　 　   ＋　 　 　  

　　　である。

　（ 2）　A＝　　　　　　　　　　　　　　とする。

　　（ 1）の結果を利用して Aを計算すると

A＝ 　 　  

　　となる。

1 2 3 4

　 6 ＋　 35 ＋　 6 －　 35

　 8 ＋ 3 　 7 －　 8 － 3 　 7
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　（ 3）　B＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とする。

　　 6 ＋　 35　
3

＝　　　　　　　　　　　　　　

　　などを用いることにより

B＝ 　　　　�　 

　　である。

　　 6 ＋　 35　
3

＋　　 6 －　 35　
3

 

　　 8 ＋ 3 　 7　
3

－　　 8 － 3 　 7　
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第2問　

　　点Mを中心とする半径 r（ただし r＞ 0）の円に，半直線OXが点Tにおいて接している。

　また，半直線OYは点Mを通り，2点A，Bにおいてこの円と交わっている。ただしOA＜OBとする。

　さらに，半直線OZは 2点 C，Dにおいてこの円と交わっており，点Dは直線TM上にあるとする。

　線分OTの長さが 3であるとき，次の問いに答えよ。

　（ 1）　OA・OB＝ 　 　  ，OC・OD＝ 　 　   である。

　（ 2）　三角形ATMが正三角形であるとき，r＝　 　 　   であり，

　　　線分OCの長さは　　　　　　　　　　　である。

　　　また，三角形OATの面積は　　　　　　　　　　である。

　（ 3）　線分OAの長さが 2のとき，r＝　　　　� であり，三角形OATの面積は　　　　�　である。
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第3問　

　　n，kを n≦ kをみたす正の整数とする。

　n人で種類の異なるお菓子 k個を分けるとき，n人のそれぞれに少なくとも 1個ずつ分け与えるよう

な分け方の総数を f（n,�k）とする。

（ 1）　n＝ 4，k＝ 5のとき，お菓子を 1個も貰えない者がいてもよいとすると，分け方は全

部で　　　　　　　 通りある。

（ 2）　f（2，5）＝　　　　　，f（3，5）＝　　　　　　である。

（ 3）　n＝ 4，k＝ 5のとき， 4人のうち 1人のみに与える， 2人のみに与える， 3人のみに

与える，の各場合について考えることにより

f（4，5）＝ 　　　　　　

　　である。

（ 4）　n＝ 4のとき，k≧ 4をみたす整数 kに対し

f（4，k）＝ 4 k－ 　 　   · 3 k＋ 　 　   · 2 k－ 　 　  

　　である。
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第4問　

　（ 1）　10000を33で割ると，商は　　　　　　，余りは 　 　   である。

　（ 2）　方程式

33x＋ 10000y＝ 1   ……①

　　　をみたす整数の組（x，y）のうち，｜x｜が最小となる組（x，y）は

（x，y）＝� －　　　　　　，　　　��　

　　　であり，①をみたすすべての整数の組（x，y）は，kを任意の整数として

（x，y）＝� 10000k－　　　　　　，－33k＋　　　��　

　　　と表される。

　（ 3）　方程式

33x＋ 10000y＝ 2022

　　　をみたし，かつ，y≦－1をみたす最大の yの値は　　　　　　である。

　（ 4）�　33にある正の整数 nをかけることによって，下 4桁が2022である正の整数を作ることができ

る。このような nのうち最小の nの値は n＝　　　　　　　 である。
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